
「令和６年能登半島地震」の発生に伴う宮城県の対応等について

１ 地震の概要

（１）発生日時及び発生場所

① 発生日時 令和６年１月１日（月・祝）午後４時10分

② 発生場所 石川県能登地方（輪島の東北東30km付近） 深さ16km

（２）マグニチュード及び震度

① マグニチュード７．６

② 震度 【最大震度７】

石川県羽咋郡志賀町で震度７を観測したほか、北海道から九州

地方にかけて震度６強～１を観測

（３）津波警報等

石川県能登に大津波警報が発表されるとともに、北海道から九州

地方にかけて津波警報、津波注意報が発表された。

（津波注意報は、１月２日（火）午前10 時00 分までに全て解除。 ）

２ 被害等の状況（１月16日（火）午前８時40分時点（調査中））

（１）人的被害 ※出典「消防庁災害対策本部」資料

死者 ２２２人、重傷 ２３３人、軽傷 ７５３人

計 １,２０８人

（２）住家被害

全壊 ３９８棟、半壊６６８棟、床上浸水 ７棟、床下浸水 １９棟、

一部破損 ７,２３３棟 計 ８,３２５棟

３ 宮城県の対応

（１）宮城県広域応援本部の設置等

① 設置目的 被災県に対する広域応援の検討及び実施

② 設置日時 令和６年１月１日（月・祝） 発災直後

③ 開 催 日 令和６年１月17日（水） ※書面開催

（２）応急対策職員（対口支援）の派遣

① 派遣先 石川県鳳珠郡能登町

② 派遣期間 令和６年１月８日（月）から当面の間

③ 派遣職員 27名

④ 活動内容 必要な人的・物的支援内容の把握

（３） 災害義援金の募集（募金箱の設置）

設置場所：県庁１階のほか、地方機関等に設置

各合同庁舎、宮城県図書館、東北歴史博物館、東京エレクトロン

ホール宮城、みやぎ東日本大震災津波伝承館、伊豆沼・内沼サン

クチュアリセンター 計13カ所）

義援金の取扱い：日本赤十字社に全額寄付

４ 教育庁の対応

（１）応急対策職員（対口支援）の派遣

① 派遣先 石川県鳳珠郡能登町

② 派遣期間 令和６年１月13日（土）から18日（木）

③ 派遣職員 ２名

④ 活動内容 教育活動支援の検討及び実施

（２）教職員の派遣

教育委員会では、東日本大震災の経験を踏まえ、教育復興の支援

を目的とした、「災害時学校支援チームみやぎ」を組織しており、今

後、要請に応じて、現地に支援チームの教職員等を派遣し、被災地

の早期の学校再開に向け支援していく。

課 長 報 告

－1－


